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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 本研究の目的は、DNA損傷により停止した転写装置がDNA複製フォークの進行にどのような影響を与える

のかを分子レベルで解明し、転写装置により進行が阻害されたDNA複製がどのようにして回復するのかを

明らかにすることである。そのために、申請者らが開発したin vitro oriCプラスミドDNA複製系での複製

フォークの進行をモニターする実験系を基盤として、特定の部位にDNA損傷を導入した鋳型DNAを用いるこ

とにより損傷部位で停止した大腸菌RNAポリメラーゼによる複製フォークの進行阻害の状況を詳細に解析

することとした。さらに、停止した転写装置を鋳型DNAから排除する働きを持つMfdタンパク質による複製

の再開の検証、および遺伝学的な研究から複製フォークの進行と転写の進行をモジュレートすると考えら

れている一群のDNAヘリカーゼ（DinG、Rep、UvrD）の働きを生化学的に解析する予定である。本年度は、

採択された時期が遅かったために、in vitro oriCプラスミドDNA複製系に用いる特定の部位にＤＮＡ損傷

を導入した鋳型ＤＮＡの新規の調製法の確立と、それにより得られた鋳型ＤＮＡを用いた複製フォークの

進行の阻害および回復の過程の解析を中心に研究を進めた。単一損傷を持つプラスミドＤＮＡの調製を御

効率良く行える方法の開発に成功したために、本研究計画で用いる転写装置が損傷部位で停止した状況を

作り出す道が開けたと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. キーワード 
(1) 遺伝学              (2) 遺伝子               (3)  ゲノム             (4)  DNA複製                      

(5)  突然変異                       (6)                          (7)                        (8)                         
 
 



 

 

11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 
その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 
（区分）②おおむね順調に進展している。 
（理由）数ヶ月の研究期間ではあったが、試験管内ＤＮＡ複製系に用いる鋳型ＤＮＡの効率良い、また純度の高い調

製法の開発に成功したため、来年度の研究の進展が見込まれるため。 
 
 
 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 
 当初の計画では、１年目に転写装置を導入するプラスミドの作成を考えていたが、すぐに着手できる状況であるの

で、研究計画を変更する必要はないと考えている。平成２４年度では、rrnB 遺伝子のプロモーター配列を oriC プラ

スミドにクローン化し、単一の DNA 損傷を特定の部位に持つ鋳型 DNA での転写装置の挙動を最初に調べる。それ

が順調に進めば、複製フォークの進行についての解析を進める。Mfd タンパク質の精製にも取り組む。 
 
 

 
13．研究発表（平成２３年度の研究成果） 
  
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
 
〔雑誌論文〕 計（２）件  うち査読付論文 計（２）件 

著 者 名 論  文  標  題 
T. Mori 他５名 Escherichia coli DinB inhibits replication fork progression without signif

icantly inducing the SOS response. 
雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 

Genes and Genetic Systems 有り 印刷中 ２ ０ １ ２ 印刷中 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子）  

－  

 
著 者 名 論  文  標  題 

A. Furukohri 他３名 Interaction between Escherichia coli DNA polymerase IV and single-stra
nded DNA-binding protein is required for DNA synthesis on SSB-coated
 DNA. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
Nucleic Acid Research 有り 印刷中 ２ ０ １ ２ 印刷中 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子）  

doi:10.1093/nar/gks264 
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 〔学会発表〕計（ 3 ）件  うち招待講演 計（１）件 

発 表 者 名 発  表  標  題 
中手直哉 他５名 DinB DNAポリメラーゼによる自然突然変異の発生 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
日本遺伝学会第83回大会 2011年9月21日  京都大学農学部・農学研究科 

 
  

発 表 者 名 発  表  標  題 
古郡麻子 他２名 配列置換型突然変異発生メカニズムの解明に向けて：大腸菌in vitro DNA 複製

系を用いた解析 
学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本遺伝学会第83回大会（招待講演） 2011年9月21日  京都大学農学部・農学研究科 

 
 
  

発 表 者 名 発  表  標  題 
古郡麻子 他３名 大腸菌DNAポリメラーゼⅣと一本鎖結合タンパク質SSBの相互作用 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
第21回DNA複製・組換え・ゲノム安定性制御ワークシ

ョップ 
2011年10月26日  サンピア福岡 
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14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（０）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別 
      

 
 〔取 得〕    計（０ ）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別 
      

出願年月日 
 

 
15. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


